
 

 

　今回の博物館だよりは、自然史に関する記事が多

い号となりました。表紙のイソクズガニなど、福井県

内にとどまらず面白い自然史読み物が満載です。また、

「博物館につどう人たち」では、会員数が100人を突

破した博物館「友の会」をとりあげました。 

　次号は、春の特別展「福井発：生きものたちのSOS

～消えゆくふるさとの動植物～」（3/20～5/29開催）

の特集を予定しています。何と、あのニホンオオカミ

やニホンカワウソの剥製を間近で見られるチャンス

です！楽しみにしていてくださいね！アンケートに

お答えの方には、特製ポストカードもプレゼントい

たします。皆様お誘いあわせの上、博物館にご来館く

ださい（佐藤）。 

 

 

福井鉄道福武線 公園口駅 

 

京福バス赤十字病院線（72号系統） 公園下バス停 

コミュニティーバスすまいる：西ルート（足羽・照手方面） 

愛宕坂バス停　いずれも徒歩10分です。 

 

JR福井駅から徒歩30分 

 

 
開館時間●午前9時～午後5時 （入館は午後4時30分まで） 

休 館 日●月曜日（祝日は開館）、国民の祝日の翌日、 

開館時間●年末年始 

入 館 料●おとな100円 （20名以上の団体は半額） 

開館時間●こども（中学生以下）無料  
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福井市自然史博物館 

博物館だより  
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Photo by M. SATO  2000  和歌山県白浜町 

裏面に詳しい解説があります。 

自然史リレーエッセイ 

海藻が体の表面についた状態のイソクズガニ 

これは何だと思いますか？海藻のかたまりでしょうか？ 

いえいえ、これは海藻を身にまとったイソクズガニ 

Tiarinia cornigeraというカニ（裏面図1）なのです。 

磯採集している時、海藻だと思って手にしたら動いたとか、 

潮だまりの底がとつぜん動いたとかいった場合、その正体は 

きっとクモガニ科のカニたちです。 
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「動く海藻のかたまり」 

佐藤 ミチコ　京都大学瀬戸臨海実験所・当館協力員 

クモガニ科のカニたちはその名のと

おり、脚がクモのように細長いのが特徴

です。また海藻や海綿を体につけるとい

う、おもしろい行動（デコレーティング、

マスキング、擬装などの呼び方がありま

す）が見られることで知られています。

材料は海藻であることが多いのですが、

小さいイソギンチャクの仲間や貝殻の

破片などなど、変わりダネがついている

こともあります。ちなみに福井名物の越

前ガニ（正式な名前はズワイガニといい

ます）もクモガニ科ですが、残念ながら

この行動はしません。 

それではどのようにして海藻などを

つけるのでしょうか。 

まず、海藻をハサミ脚で適当な大きさ

にちぎって、口で少し噛みくだきます。

そしてそれを体の表面にこすりつけるようにして

くっつけます。ちょっと噛むのは、口から糊のよう

なものを出して海藻につけるためではなくて、海

藻をけば立たせて「くっつきやすい状態」にしてい

るためだそうです（文献）。というのも、このカニの

体の表面にはマジックテープの硬いほうの面にあ

るような、フック型の硬めの毛（図２）が生えていて、

これに引っ掛けたり、からませたりしてつけるか

らなのです。表面がつるつるのものよりも、ちょっ

とモシャモシャっとしたもののほうがよくつきま

す。マジックテープの柔らかいほうの面はふわふ

わとした繊維になってますよね。あれと同じ原理

なのです。うまくつきそうになかったら、もう一度

噛んで再チャレンジです。 

このように自分から海藻をつけることがほとん

どですが、つけた海藻が根を生やしてしまったり、

勝手に海藻の胞子（草木の種にあたるもの）が甲羅

にくっついたりして、直接甲羅から海藻が生えて

しまうこともあります。 

最初の写真のようにたくさんの海藻が体につい

ている時は、その中にヨコエビという小さな生き

物（甲殻類です）が巣を作っていて、顔をのぞかせ

ていることもあります。まるで動くアパートですね。  

ここでちょっと疑問に思うことがありませんか？

さっきから簡単につける、つけると書いてきまし

たが、そもそもカニのハサミって背中側まで届か

ないんじゃないの、って思いませんでしたか？実

はこの細長い脚にヒミツがあるんです。他の科の

カニは脚が太くて、1本1本が詰まって生えている

ので、脚を根元からばらばらに動かすのが難しい（カ

ニの横歩きはこのためです）のですが、クモガニ科

のカニは脚が細長い上に胴体と脚のつなぎ目の間

隔が広いので、比較的自由に脚が動きます。だから

背中へも器用に手が届くのです。背中にハサミ脚

をまわして海藻をつけているしぐさは、孫の手で

背中を掻いている人間の姿にそっくりで、とても

おもしろいですよ。 

 

さて、せっかくですので珍しい写真をごらんに

いれましょう。実はイソクズガニは赤ちゃんガニ

の頃から、デコレーティングをします。図３は赤ち

ゃんガニが今まさにエサのかけらを背中にくっつ

けようとしているところです。なんと体のサイズ

は1ミリぐらいです。卵からかえった時にはプラ

ンクトンのように泳ぎ回る幼生なのですが、3回

の脱皮を終えて赤ちゃんガニになった瞬間から、

デコレーティングをはじめます。他の種類の赤ち

ゃんガニも同じなのかどうか、まだわかりません。

ただ他の種類でも、野外で採集してきた甲羅の幅

が2ミリぐらいの赤ちゃんガニの背中にすでにフ

ック型の毛が生えていて、何やらついていたので、

ちゃんとデコレーティングするのではないかと思

います。 

水槽の中でここまで育てるのはちょっとむず

かしいので、他の観察ネタを紹介しましょう。磯で

大人のカニを採ってきて、かわいそうですが、つけ

ている海藻をきれいにはがして、ちいさく切った

いろんな色の毛糸と一緒に水槽に入れてやります。

しばらくすると一所懸命毛糸を体につけはじめ

て、とてもカラフルでオシャレなカニになります。

はだかんぼはどうも落ち着かないようです。 

これから潮だまりの生き物たちを観察する時

は、何もなさそうなところでも、やさしくつつい

てみると何かおもしろい発見ができるかもしれ

ませんよ。 

【図2】ヨツハモガニ（クモガニ科）のフック型の毛 

【図1】イソクズガニ：毛がところどころに束で生えています 

【図3】デコレーティングしているイソクズガニの稚ガニ 

〈参考文献〉 
Wicksten, M.K. （1978） Attachment of decorating materials 

in Loxorynchus crispatus. Trans. Amer. Micros. Soc., vol.97
（2）, pp.217-220.



上下写真：クロモンシタバ 

博物館につどう人たち ② ～博物館友の会～ 
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福井市でクロモンシタバ（������� 	�
����）を拾得 （県内初記録） 

自然史研究の最前線　－学芸員・協力員の調査研究からー 

磯にすむ巻き貝に「アッキガイ科」という仲間の貝がいます。

アッキガイは肉食で、二枚貝やフジツボを食べます。殻にお

おわれているエサを彼らはどうやって食べるのでしょうか？

　実は殻に小さな穴をあけて中の肉を食べるのです。塩酸

や酵素を分泌して炭酸カルシウム質の殻をとかし、ヤスリ

のような歯で削って穴をあけます。種類や水温、エサの大き

さにもよりますが、この作業には丸1日から1週間（南極にす

むアッキガイでは約1ヵ月！）とかなり時間がかかります。

炎天下で潮が引くような磯では、その間高温と乾燥にさら

されます。あるいは天敵に襲われるかもしれません。彼らに

とって餌を食うのは命がけです。できればこういう手間は

避けたいものです。 

私は以前和歌山県の磯で2種類のアッキガイの生態を調

べていました。一つはシマレイシガイダマシ、もう一つはウ

ネレイシガイダマシという種です（図1）。名前がややこしい

ので、ここでは「シマ」と「ウネ」にしてしまいましょう。彼ら

は潮だまりにいてヒバリガイモドキという二枚貝を食べて

います。 

磯にしゃがみこんでの観察が続いていたある日、面白い

行動が見られました。ウネがシマに体をあてて押しのけ、シ

マのエサを横取りしてしまったのです。このような横取り

行動はそれまであまり知られていなかったのですが、なぜ

そうするのか？は推測できます。おそらく穴をあける手間

を避けたいのではないでしょうか。 

この行動を目の当たりにした私は、いったいウネはどれ

くらいエサの横取りに頼っているのだろう？と考えました。

これを調べるのは簡単そうにみえて、実は面倒なのです。彼

らは穴をあけはじめてから食べ終わるまでに2～3日かかります。その

間、横取りはいつ起こるかわかりません。3日間も磯にしゃがみ続ける

のはちょっと不可能です。何か良い方法はないものか、と考えを巡らせ

ながら日が過ぎました。 

それからしばらくのち、シマやウネを水槽に入れてエサをやり、食べ

る時間を計ったり横取りを観察していたことがありました。そこで穴

のあいた数百個の殻をとり出しているうち、あることに気づきました。

どうも穴の形が違うのです（図2）。 

シマは真ん丸の穴を開けるのに対して、ウネはちょっとひしゃげた

「だ円形」なのです。そこでさっそく顕微鏡を取りだし、穴の形を計っ

てみました。だ円率（穴の最大・最小直径の比）で比べてみると、明らか

に差があったのです（図3）。 

もう一つ穴には特徴があって、体の大きいシマやウネほど大きな穴

をあけ、逆に体が小さければ穴も小さい、ということもわかりました（こ

れを相関関係といいます）。これはひょっとして使えるのではないで

しょうか。磯でエサを食べているアッキガイとその穴を比べてみて、

形や大きさが持ち主と一致すれば自分で開けたエサ、違っていれば横

取りしたエサとなるはずです。 

そこで、磯でシマやウネが食べている最中のエサを片っ端から私が

「横取り」してその穴を計り、水槽で開けさせた形や大きさと比べてみ

ました。すると、シマが食べていたエサの穴は真ん丸だったのに対し、

ウネが食べていたエサの穴も真ん丸、つまり本来開けるはずの形では

なかったのです（図3）。体と穴の大きさの相関関係もシマではほぼ一

致したのに対し、ウネではバラバラでした。この結果は、シマは他人の

ものを横取りしない一方で、ウネはシマのものを横取りしている、と

いうことを示しています。データを統計学的に解析すると、少なくと

も野外で観察されるウネのエサの55%以上は横取りしたもの、という

ことがわかりました。 

小さな穴からここまでわかったわけですが、まだまだわからないこ

ともあります。例えば、そもそもなぜ穴の形がシマとウネで違うのか？

ということはわかっていません。また、今回の方法ではかなり大ざっ

ぱな推定しかできません。やはり磯にしゃがみこんで直接観察する、

というフィールドワークの基本に勝る方法はないのかもしれません（で

も3日はツライですね）。しかし、今回の研究では「死体」に残された手

がかりから調べあげて犯人を突きとめる、という探偵のような気分を

味わえたのでした。 

 

〈参考文献〉 
Ishida, S. （2001) An analysis of feeding aggregations in inter tidal muricids: 

species-specif ic modes of foraging - init ial predation and parasitism. Asian 
Marine Biology, 18:1-13.

Ishida, S. （2004) Initial predation and parasitism by muricid whelks demonstrated 
by the correspondence between drilled holes and their apparent enveloper. 
Journal of Experimental  Marine Biology and Ecology, 305:233-245. Marine 
Biology and Ecology, 305:233-245.

佐藤 友香 （当館学芸員） 

福井の自然史情報 

図1：シマとウネ。 
殻高は約2cm。右側にたく
さん見える黒い貝がエサ
となるヒバリガイモドキ 

図2：シマ（A）とウネ（B）が開けた穴。直径は1mm弱 

図3：シマとウネに水槽で開けさせた穴と、野外で食べていたエサの穴のだ円率のヒストグラム。だ
円率は1に近いほど真円を表す。シマの開ける穴は真円に近いものが多く、ウネでは少ない。シマ・
ウネともに野外で食べていたエサの穴は真円に近いものが多かった（Ishida,2004を改変）。 

［だ円］←だ円率（最大・最小直径の比）→［真円］ 

多くの博物館に「友の会」があります。しかし設立から半世紀

を越えた当館には「友の会」がありませんでした。もちろん、博物

館をささえてくださる人たちは大勢いますし、友の会的集まり

の「同好会」や「少年少女の会」が活発に活動した時期はありまし

た。ところが昨年の春、歓送迎会の二次会の盛り上がりの中、お

酒の勢いもあってか、誰かが土佐弁で「今時友の会が無いって市

民の博物館でないがやない？」と言うと、すかさず大阪弁で「行

事に参加してくれたり、しょっちゅう博物館に足を運んでくれ

るリピーターもおるのに、みんなバラバラなんやなぁ、まとまっ

たら、もうちょいパワーが出るんとちゃうの」。おそまきに福井

弁で「役所のオキテの中ではでけんことも、友の会ならおもっし

ぇえ行事もできるんかのぉ」など、勝手な意見が飛び交い「じゃ

あ“プチ友の会”をつくってみよかのぉ」ということになりました。

その時は10人程でボチボチやってみようという企てだったの

ですが、話を進めるうちに、会則を作り、会長を決め、あれやこれ

やと本格的「友の会」の発足となりました。福井市自然史博物館

友の会は、自然大好き！という人たちが集まって、博物館を積極

的に利用しながら自然史に親しみ、楽しく学び、そして会員相互

の親睦をはかることを目的としています。 

さっそく7月31日の『ミュージアムトーク・特別展「どうぶつ

たちのプロポーズ大作戦!!」の展示解説』から始動し、友の会の行

事としては「活断層見学会（9月26日）」、「藤倉山観察会（10月17

日）」、「野鳥観察会（11月7日）」などを実施してきました。特に7

回シリーズで企画された「おとなのためのやさしい植物学講座」

は人気が高く、これに参加したい

がため友の会に入会したという方

もいたようです。 

また、昨年末にボランティアの

方々と合同で開催した「学芸員・友

の会会員による研究発表会と年忘

れ交流会」には30名もの方々が参

加しました。交流会では，県内産新

そば粉で会員が打ったおろしそば

がふるまわれ、持ち寄ってくださ

った差し入れをつまみながら、話

が盛り上がりました。 

友の会は、「博物館対会員」とい

う構図ではなく、博物館を拠点に

博物館を利用して、会員同士が自

由に積極的に活動する集いです。

「私こんなことがしたいから会員

のみなさんいっしょにやってみましょう」と手を上げてくださると、

友の会がますます活発になります。 

誕生してまだ間もない「福井市自然史博物館友の会」ですが、

この会はやがて成長し、博物館と地域を結び、さらに“福井”を元

気にしてくれる市民パワーになりうるはずです。事務局をあず

かる博物館スタッフとしては、やっと芽が出た「友の会」に今し

ばらく“水やり”を頑張りたいと思います。（梅田美由紀） 

藤倉山観察会・頂上で記念撮影 

植物学講座・現地で 

年忘れ交流会 

［シマが開ける穴］ 

［シマが野外で食べていたエサの穴］ 

［ウネが開ける穴］ 

［ウネが野外で食べていたエサの穴］ 

0

5

10

15

20

25

30

（％） 

0

5

10

15

20

25

30

（％） 

0.4 0.6 0.8 1.0 0.4 0.6 0.8 1.0

2004年11月15日､福井市新保町の谷口た

づこさんが、自宅の庭でクロモンシタバ 

������� 	�
���� ������ のオスの個体を拾

い、博物館に届けてくださいました。 

クロモンシタバはヤガ科のシタバ亜科の

種で、分布はヨーロッパ南部からアフリカ､

インド～オーストラリア地域、南太平洋地域

にまで渡ります。日本でも本州近畿以南で記

録され、九州の彦山では少なくないといわれ

ています（杉，1954,1982）。また、高知県レ

ッドデータブックでは準絶滅危惧種に位置

づけられています(高知県文化環境部環境保

全課，2002)。本州中部以北の記録は稀のよ

うです。今回は県内初記録であるとともに、

栃木県宇都宮市(1954年)や群馬県嬬恋村

(1996年)で採られた国内最北の記録に、緯

度の上で匹敵するものです。 

福井市では近年、関東南部～紀伊半島・九

州を産地とするクロオキシタバなどが採集

されることがあり、台風や偏西風に乗ってや

ってきたという可能性も考えられています。

（下野谷，2003）｡今回採集されたクロモンシ

タバについても、福井市の周りには産地がみ

つけられていないことより、迷虫にあたると

考えられます。 

また本種の後ろ翅の黒い紋は、オスは細く、

メスは幅広いと言われています。今回採集さ

れたのは、翅を広げた幅が74mmのオスの

個体でした。 

今回、同定しているときに図鑑で「中部以

北では稀」という箇所を読んで、福井では珍

しい種が採れたのかと、とてもわくわくしま

した。本当にクロモンシタバなのかと心配に

なって、下野谷豊一さん(当館友の会会長)に

も確認していただき、色んな人が関わって今

回の記録が報告できました。何よりも、この

蛾をみつけて博物館に届けてくださった谷

口さんに大感謝！です。皆さんも、身の周り

の自然に興味を持って調べてみませんか？

博物館への相談に来てください。思いも寄ら

ないご相談もお待ちしております。意外なと

ころに「県内初記録」が落ちているかもしれ

ませんよ…。 

 



上下写真：クロモンシタバ 

博物館につどう人たち ② ～博物館友の会～ 
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����）を拾得 （県内初記録） 

自然史研究の最前線　－学芸員・協力員の調査研究からー 

磯にすむ巻き貝に「アッキガイ科」という仲間の貝がいます。

アッキガイは肉食で、二枚貝やフジツボを食べます。殻にお

おわれているエサを彼らはどうやって食べるのでしょうか？

　実は殻に小さな穴をあけて中の肉を食べるのです。塩酸

や酵素を分泌して炭酸カルシウム質の殻をとかし、ヤスリ

のような歯で削って穴をあけます。種類や水温、エサの大き

さにもよりますが、この作業には丸1日から1週間（南極にす

むアッキガイでは約1ヵ月！）とかなり時間がかかります。

炎天下で潮が引くような磯では、その間高温と乾燥にさら

されます。あるいは天敵に襲われるかもしれません。彼らに

とって餌を食うのは命がけです。できればこういう手間は

避けたいものです。 

私は以前和歌山県の磯で2種類のアッキガイの生態を調

べていました。一つはシマレイシガイダマシ、もう一つはウ

ネレイシガイダマシという種です（図1）。名前がややこしい

ので、ここでは「シマ」と「ウネ」にしてしまいましょう。彼ら

は潮だまりにいてヒバリガイモドキという二枚貝を食べて

います。 

磯にしゃがみこんでの観察が続いていたある日、面白い

行動が見られました。ウネがシマに体をあてて押しのけ、シ

マのエサを横取りしてしまったのです。このような横取り

行動はそれまであまり知られていなかったのですが、なぜ

そうするのか？は推測できます。おそらく穴をあける手間

を避けたいのではないでしょうか。 

この行動を目の当たりにした私は、いったいウネはどれ

くらいエサの横取りに頼っているのだろう？と考えました。

これを調べるのは簡単そうにみえて、実は面倒なのです。彼

らは穴をあけはじめてから食べ終わるまでに2～3日かかります。その

間、横取りはいつ起こるかわかりません。3日間も磯にしゃがみ続ける

のはちょっと不可能です。何か良い方法はないものか、と考えを巡らせ

ながら日が過ぎました。 

それからしばらくのち、シマやウネを水槽に入れてエサをやり、食べ

る時間を計ったり横取りを観察していたことがありました。そこで穴

のあいた数百個の殻をとり出しているうち、あることに気づきました。

どうも穴の形が違うのです（図2）。 

シマは真ん丸の穴を開けるのに対して、ウネはちょっとひしゃげた

「だ円形」なのです。そこでさっそく顕微鏡を取りだし、穴の形を計っ

てみました。だ円率（穴の最大・最小直径の比）で比べてみると、明らか

に差があったのです（図3）。 

もう一つ穴には特徴があって、体の大きいシマやウネほど大きな穴

をあけ、逆に体が小さければ穴も小さい、ということもわかりました（こ

れを相関関係といいます）。これはひょっとして使えるのではないで

しょうか。磯でエサを食べているアッキガイとその穴を比べてみて、

形や大きさが持ち主と一致すれば自分で開けたエサ、違っていれば横

取りしたエサとなるはずです。 

そこで、磯でシマやウネが食べている最中のエサを片っ端から私が

「横取り」してその穴を計り、水槽で開けさせた形や大きさと比べてみ

ました。すると、シマが食べていたエサの穴は真ん丸だったのに対し、

ウネが食べていたエサの穴も真ん丸、つまり本来開けるはずの形では

なかったのです（図3）。体と穴の大きさの相関関係もシマではほぼ一

致したのに対し、ウネではバラバラでした。この結果は、シマは他人の

ものを横取りしない一方で、ウネはシマのものを横取りしている、と

いうことを示しています。データを統計学的に解析すると、少なくと

も野外で観察されるウネのエサの55%以上は横取りしたもの、という

ことがわかりました。 

小さな穴からここまでわかったわけですが、まだまだわからないこ

ともあります。例えば、そもそもなぜ穴の形がシマとウネで違うのか？

ということはわかっていません。また、今回の方法ではかなり大ざっ

ぱな推定しかできません。やはり磯にしゃがみこんで直接観察する、

というフィールドワークの基本に勝る方法はないのかもしれません（で

も3日はツライですね）。しかし、今回の研究では「死体」に残された手

がかりから調べあげて犯人を突きとめる、という探偵のような気分を

味わえたのでした。 

 

〈参考文献〉 
Ishida, S. （2001) An analysis of feeding aggregations in inter tidal muricids: 

species-specif ic modes of foraging - init ial predation and parasitism. Asian 
Marine Biology, 18:1-13.

Ishida, S. （2004) Initial predation and parasitism by muricid whelks demonstrated 
by the correspondence between drilled holes and their apparent enveloper. 
Journal of Experimental  Marine Biology and Ecology, 305:233-245. Marine 
Biology and Ecology, 305:233-245.

佐藤 友香 （当館学芸員） 
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図1：シマとウネ。 
殻高は約2cm。右側にたく
さん見える黒い貝がエサ
となるヒバリガイモドキ 

図2：シマ（A）とウネ（B）が開けた穴。直径は1mm弱 

図3：シマとウネに水槽で開けさせた穴と、野外で食べていたエサの穴のだ円率のヒストグラム。だ
円率は1に近いほど真円を表す。シマの開ける穴は真円に近いものが多く、ウネでは少ない。シマ・
ウネともに野外で食べていたエサの穴は真円に近いものが多かった（Ishida,2004を改変）。 

［だ円］←だ円率（最大・最小直径の比）→［真円］ 

多くの博物館に「友の会」があります。しかし設立から半世紀

を越えた当館には「友の会」がありませんでした。もちろん、博物

館をささえてくださる人たちは大勢いますし、友の会的集まり

の「同好会」や「少年少女の会」が活発に活動した時期はありまし

た。ところが昨年の春、歓送迎会の二次会の盛り上がりの中、お

酒の勢いもあってか、誰かが土佐弁で「今時友の会が無いって市

民の博物館でないがやない？」と言うと、すかさず大阪弁で「行

事に参加してくれたり、しょっちゅう博物館に足を運んでくれ

るリピーターもおるのに、みんなバラバラなんやなぁ、まとまっ

たら、もうちょいパワーが出るんとちゃうの」。おそまきに福井

弁で「役所のオキテの中ではでけんことも、友の会ならおもっし

ぇえ行事もできるんかのぉ」など、勝手な意見が飛び交い「じゃ

あ“プチ友の会”をつくってみよかのぉ」ということになりました。

その時は10人程でボチボチやってみようという企てだったの

ですが、話を進めるうちに、会則を作り、会長を決め、あれやこれ

やと本格的「友の会」の発足となりました。福井市自然史博物館

友の会は、自然大好き！という人たちが集まって、博物館を積極

的に利用しながら自然史に親しみ、楽しく学び、そして会員相互

の親睦をはかることを目的としています。 

さっそく7月31日の『ミュージアムトーク・特別展「どうぶつ

たちのプロポーズ大作戦!!」の展示解説』から始動し、友の会の行

事としては「活断層見学会（9月26日）」、「藤倉山観察会（10月17

日）」、「野鳥観察会（11月7日）」などを実施してきました。特に7

回シリーズで企画された「おとなのためのやさしい植物学講座」

は人気が高く、これに参加したい

がため友の会に入会したという方

もいたようです。 

また、昨年末にボランティアの

方々と合同で開催した「学芸員・友

の会会員による研究発表会と年忘

れ交流会」には30名もの方々が参

加しました。交流会では，県内産新

そば粉で会員が打ったおろしそば

がふるまわれ、持ち寄ってくださ

った差し入れをつまみながら、話

が盛り上がりました。 

友の会は、「博物館対会員」とい

う構図ではなく、博物館を拠点に

博物館を利用して、会員同士が自

由に積極的に活動する集いです。

「私こんなことがしたいから会員

のみなさんいっしょにやってみましょう」と手を上げてくださると、

友の会がますます活発になります。 

誕生してまだ間もない「福井市自然史博物館友の会」ですが、

この会はやがて成長し、博物館と地域を結び、さらに“福井”を元

気にしてくれる市民パワーになりうるはずです。事務局をあず

かる博物館スタッフとしては、やっと芽が出た「友の会」に今し

ばらく“水やり”を頑張りたいと思います。（梅田美由紀） 

藤倉山観察会・頂上で記念撮影 

植物学講座・現地で 

年忘れ交流会 

［シマが開ける穴］ 

［シマが野外で食べていたエサの穴］ 

［ウネが開ける穴］ 

［ウネが野外で食べていたエサの穴］ 
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2004年11月15日､福井市新保町の谷口た

づこさんが、自宅の庭でクロモンシタバ 

������� 	�
���� ������ のオスの個体を拾

い、博物館に届けてくださいました。 

クロモンシタバはヤガ科のシタバ亜科の

種で、分布はヨーロッパ南部からアフリカ､

インド～オーストラリア地域、南太平洋地域

にまで渡ります。日本でも本州近畿以南で記

録され、九州の彦山では少なくないといわれ

ています（杉，1954,1982）。また、高知県レ

ッドデータブックでは準絶滅危惧種に位置

づけられています(高知県文化環境部環境保

全課，2002)。本州中部以北の記録は稀のよ

うです。今回は県内初記録であるとともに、

栃木県宇都宮市(1954年)や群馬県嬬恋村

(1996年)で採られた国内最北の記録に、緯

度の上で匹敵するものです。 

福井市では近年、関東南部～紀伊半島・九

州を産地とするクロオキシタバなどが採集

されることがあり、台風や偏西風に乗ってや

ってきたという可能性も考えられています。

（下野谷，2003）｡今回採集されたクロモンシ

タバについても、福井市の周りには産地がみ

つけられていないことより、迷虫にあたると

考えられます。 

また本種の後ろ翅の黒い紋は、オスは細く、

メスは幅広いと言われています。今回採集さ

れたのは、翅を広げた幅が74mmのオスの

個体でした。 

今回、同定しているときに図鑑で「中部以

北では稀」という箇所を読んで、福井では珍

しい種が採れたのかと、とてもわくわくしま

した。本当にクロモンシタバなのかと心配に

なって、下野谷豊一さん(当館友の会会長)に

も確認していただき、色んな人が関わって今

回の記録が報告できました。何よりも、この

蛾をみつけて博物館に届けてくださった谷

口さんに大感謝！です。皆さんも、身の周り

の自然に興味を持って調べてみませんか？

博物館への相談に来てください。思いも寄ら

ないご相談もお待ちしております。意外なと

ころに「県内初記録」が落ちているかもしれ

ませんよ…。 

 



 

 

　今回の博物館だよりは、自然史に関する記事が多

い号となりました。表紙のイソクズガニなど、福井県

内にとどまらず面白い自然史読み物が満載です。また、

「博物館につどう人たち」では、会員数が100人を突

破した博物館「友の会」をとりあげました。 

　次号は、春の特別展「福井発：生きものたちのSOS

～消えゆくふるさとの動植物～」（3/20～5/29開催）

の特集を予定しています。何と、あのニホンオオカミ

やニホンカワウソの剥製を間近で見られるチャンス

です！楽しみにしていてくださいね！アンケートに

お答えの方には、特製ポストカードもプレゼントい

たします。皆様お誘いあわせの上、博物館にご来館く

ださい（佐藤）。 

 

 

福井鉄道福武線 公園口駅 

 

京福バス赤十字病院線（72号系統） 公園下バス停 

コミュニティーバスすまいる：西ルート（足羽・照手方面） 

愛宕坂バス停　いずれも徒歩10分です。 

 

JR福井駅から徒歩30分 

 

 
開館時間●午前9時～午後5時 （入館は午後4時30分まで） 

休 館 日●月曜日（祝日は開館）、国民の祝日の翌日、 

開館時間●年末年始 

入 館 料●おとな100円 （20名以上の団体は半額） 

開館時間●こども（中学生以下）無料  
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Photo by M. SATO  2000  和歌山県白浜町 

裏面に詳しい解説があります。 

自然史リレーエッセイ 

海藻が体の表面についた状態のイソクズガニ 

これは何だと思いますか？海藻のかたまりでしょうか？ 

いえいえ、これは海藻を身にまとったイソクズガニ 

Tiarinia cornigeraというカニ（裏面図1）なのです。 

磯採集している時、海藻だと思って手にしたら動いたとか、 

潮だまりの底がとつぜん動いたとかいった場合、その正体は 

きっとクモガニ科のカニたちです。 

かい そう 

かい そう 

み 

なん おも かい そう 

いそ さい しゅう とき うご 

うら めん ず 

かい そう 

そこ しお しょう たい 

か 

からだ ひょうめ ん じょうた い 

おも 

うご ば　あい 

「動く海藻のかたまり」 

佐藤 ミチコ　京都大学瀬戸臨海実験所・当館協力員 

クモガニ科のカニたちはその名のと

おり、脚がクモのように細長いのが特徴

です。また海藻や海綿を体につけるとい

う、おもしろい行動（デコレーティング、

マスキング、擬装などの呼び方がありま

す）が見られることで知られています。

材料は海藻であることが多いのですが、

小さいイソギンチャクの仲間や貝殻の

破片などなど、変わりダネがついている

こともあります。ちなみに福井名物の越

前ガニ（正式な名前はズワイガニといい

ます）もクモガニ科ですが、残念ながら

この行動はしません。 

それではどのようにして海藻などを

つけるのでしょうか。 

まず、海藻をハサミ脚で適当な大きさ

にちぎって、口で少し噛みくだきます。

そしてそれを体の表面にこすりつけるようにして

くっつけます。ちょっと噛むのは、口から糊のよう

なものを出して海藻につけるためではなくて、海

藻をけば立たせて「くっつきやすい状態」にしてい

るためだそうです（文献）。というのも、このカニの

体の表面にはマジックテープの硬いほうの面にあ

るような、フック型の硬めの毛（図２）が生えていて、

これに引っ掛けたり、からませたりしてつけるか

らなのです。表面がつるつるのものよりも、ちょっ

とモシャモシャっとしたもののほうがよくつきま

す。マジックテープの柔らかいほうの面はふわふ

わとした繊維になってますよね。あれと同じ原理

なのです。うまくつきそうになかったら、もう一度

噛んで再チャレンジです。 

このように自分から海藻をつけることがほとん

どですが、つけた海藻が根を生やしてしまったり、

勝手に海藻の胞子（草木の種にあたるもの）が甲羅

にくっついたりして、直接甲羅から海藻が生えて

しまうこともあります。 

最初の写真のようにたくさんの海藻が体につい

ている時は、その中にヨコエビという小さな生き

物（甲殻類です）が巣を作っていて、顔をのぞかせ

ていることもあります。まるで動くアパートですね。  

ここでちょっと疑問に思うことがありませんか？

さっきから簡単につける、つけると書いてきまし

たが、そもそもカニのハサミって背中側まで届か

ないんじゃないの、って思いませんでしたか？実

はこの細長い脚にヒミツがあるんです。他の科の

カニは脚が太くて、1本1本が詰まって生えている

ので、脚を根元からばらばらに動かすのが難しい（カ

ニの横歩きはこのためです）のですが、クモガニ科

のカニは脚が細長い上に胴体と脚のつなぎ目の間

隔が広いので、比較的自由に脚が動きます。だから

背中へも器用に手が届くのです。背中にハサミ脚

をまわして海藻をつけているしぐさは、孫の手で

背中を掻いている人間の姿にそっくりで、とても

おもしろいですよ。 

 

さて、せっかくですので珍しい写真をごらんに

いれましょう。実はイソクズガニは赤ちゃんガニ

の頃から、デコレーティングをします。図３は赤ち

ゃんガニが今まさにエサのかけらを背中にくっつ

けようとしているところです。なんと体のサイズ

は1ミリぐらいです。卵からかえった時にはプラ

ンクトンのように泳ぎ回る幼生なのですが、3回

の脱皮を終えて赤ちゃんガニになった瞬間から、

デコレーティングをはじめます。他の種類の赤ち

ゃんガニも同じなのかどうか、まだわかりません。

ただ他の種類でも、野外で採集してきた甲羅の幅

が2ミリぐらいの赤ちゃんガニの背中にすでにフ

ック型の毛が生えていて、何やらついていたので、

ちゃんとデコレーティングするのではないかと思

います。 

水槽の中でここまで育てるのはちょっとむず

かしいので、他の観察ネタを紹介しましょう。磯で

大人のカニを採ってきて、かわいそうですが、つけ

ている海藻をきれいにはがして、ちいさく切った

いろんな色の毛糸と一緒に水槽に入れてやります。

しばらくすると一所懸命毛糸を体につけはじめ

て、とてもカラフルでオシャレなカニになります。

はだかんぼはどうも落ち着かないようです。 

これから潮だまりの生き物たちを観察する時

は、何もなさそうなところでも、やさしくつつい

てみると何かおもしろい発見ができるかもしれ

ませんよ。 

【図2】ヨツハモガニ（クモガニ科）のフック型の毛 

【図1】イソクズガニ：毛がところどころに束で生えています 

【図3】デコレーティングしているイソクズガニの稚ガニ 
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